
2026 年度　現代社会学部　社会システム学科

※講師のアルファベット順にて記載

28 データで探る買い物行動のふしぎ
本講義では、実際のお店で集められた「動線データ（ど

こを歩き、どこで立ち止まったか）」や「視線の動き（ど

こを見ていたか）」を手がかりに、人の行動と買い物の

不思議な関係を探ります。「選択肢が多いと迷う」「並び

方や雰囲気で選び方が変わる」そんな経験を手がかりに、

商品の配置、見せ方、雰囲気づくりといった売り場の工

夫について考えます。

講　　師 	 専 門 分 野

金子　雄太 准教授	� 消費者行動分析、 
データサイエンス・AI

現在の研究テーマ

データに基づく消費者行動モデルの開発
担当科目

消費者行動論、データサイエンス・AI 基礎
出講可能日

火・木曜日、ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン、HDMI ケーブル

26 観光から見た社会課題の対応策
日本ならびに世界各地では、少子高齢化や過疎、さらに

はオーバーツーリズム（観光公害）の問題が地域社会に

おいて重要な課題となっている。この講義では、京都を

中心として、各地の過疎化・人口減少への対応やオーバー

ツーリズムの実態とその対応・解決策のあり方について

お話しします。

講　　師 	 専 門 分 野

天野　太郎 教授	� 地理学・観光学・地域活性化・
歴史地理学

現在の研究テーマ

中山間地域における地域の活性化と地域連携
担当科目

京都観光学概論、京都・大阪・奈良の歴史地理
出講可能日

木・金曜日、ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

27 Gender Politics: 台湾におけるフェミニズム運動
アジア初の同性婚法制化、女性政治家の比率も高い台湾。

このようなジェンダー平等、多様な性を包摂する社会は

どのように形成され、どのような課題が残っているのか。

台湾のフェミニズム運動、セクシュアルマイノリティ人

権運動の軌跡を見ながら、日本へのヒントを提示します。

講　　師 	 専 門 分 野

張　瑋容 准教授	� ジェンダー、社会学、カルチュラル・
スタディーズ

現在の研究テーマ

日本とタイの BL ドラマの比較
担当科目

ジェンダー論、社会学概論
出講可能日

火曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細
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31 「社会問題」を考える ー大学における社会学のまなび 
現代社会のなかでうまれる社会問題とはなにか？　大学

での社会学の学びのなかで、実際に社会問題を解決する

ための知識や方法、実践についてお話しします。

講　　師 	 専 門 分 野

倉持　史朗 教授	 �社会福祉学
現在の研究テーマ

社会福祉の歴史と思想、子ども福祉
担当科目

社会福祉学概論、女性と社会保障
出講可能日

ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

30 身近な企業の開示情報を見てみよう
企業は、さまざまな情報を広く社会に向けて開示してい

ます。企業が開示した情報をうまく利用することができ

れば、皆さんの人生の選択にもきっと役立つはずです。

企業の情報開示は、どの企業の株式を買うかといった投

資意思決定だけでなく、どの企業に就職するかといった

求職者の意思決定にも有用です。この授業では、皆さん

がよく知っている企業をケース・スタディの対象として、

実際に開示された情報を具体的に紹介していきたいと思

います。

講　　師 	 専 門 分 野

記虎　優子 教授	� 会計学、ディスクロージャー論
現在の研究テーマ

内部統制システムが企業の情報開示に与える影響
担当科目

ディスクロージャー論、会計学
出講可能日

火曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン
インターネットへのアクセス可能な PC 教室

研究テーマの詳細

29 生成AIを「相棒」として循環型経済を考える
私は生成 AI を受講生のアシスタント（相棒）とするこ

とで、大教室でも「ワンオペ」でワークショップ形式の

授業をしています。その経験を踏まえ、循環型経済に向

けた取り組みをテーマにワークショップ形式で模擬講義

をします。

講　　師 	 専 門 分 野

加藤　敦 特任教授	� 経営情報学、地域企業論
現在の研究テーマ

中小企業における生成 AI 活用の在り方
担当科目

マーケティング、経営学概論
出講可能日

月・火曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン、受講生はパソコン、
タブレットまたはスマホを用意して下さい

研究テーマの詳細

研究テーマの詳細
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34 文化で読み解く多文化社会
本講義では、「メディア」や「サブカルチャー」など一

見些細に思われる日常生活の一側面を取り上げ検討する

なかから、多文化化する現代社会のあり方を読み解きた

いと考えています。具体的には、「情報検索」・「フィー

ルドワーク」・「アンケート調査」・「テキスト分析」など

の社会分析の基本方法を駆使し、日々の営を「自らの視

点」で読み解き「自分の頭」でその社会背景を理解する、

そんな学びを追究できればと思っています。

講　　師 	 専 門 分 野

大西　秀之 教授	 �人類学
現在の研究テーマ

文化行動の科学的理解
担当科目

文化人類学概論、グローバル社会論
出講可能日

春学期：金・月曜日　
秋学期：金・月曜日も時間と場所により対応可
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン、HDMI ケーブル

32 老いの科学
老化に伴う心身の変化を老年社会科学の視点から解説

し、超高齢社会における課題と長寿時代の新たな可能性

を考えます。長寿を豊かに生きるための視点を提供し、

主体的に長寿時代を生き抜く力を育む重要性を伝えま

す。

講　　師 	 専 門 分 野

日下　菜穂子 教授	 �老年学
現在の研究テーマ

長寿時代の生きがい創造
担当科目

高齢者心理学、生涯発達心理学
出講可能日

火曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

33 ヨーロッパ統合の光と影
第二次世界大戦後、ヨーロッパは統合を進めて、平和な

地域を創りましたが、現在、様々な挑戦を受けています。

なぜそういう事態に至ったのか、また今後どのような道

を切り開いていくのか、考えたいと思います。

講　　師 	 専 門 分 野

長岡　延孝 特任教授	 �ヨーロッパ政治経済
現在の研究テーマ

EU のグリーンディール
担当科目

経済学概論、国際社会と公共政策
出講可能日

火曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

研究テーマの詳細
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35 観光と現代社会
現代社会において、観光はその存在感をますます大きく

している。海外から日本を訪れる観光者（インバウンド

客）は過去最高を記録し、更に伸びると期待されている。

地方でも、地域の活性化に観光を活用しようという動き

が盛んである。一方で、オーバーツーリズムや担い手不

足などの問題も顕在化している。これらの現状と課題を

考えてみよう。

講　　師 	 専 門 分 野

大津　正和 特任教授	� 観光マーケティング
現在の研究テーマ

日本型 DMO による観光振興の現状と課題
担当科目

観光経営論、観光マーケティング論
出講可能日

月・木曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細

36 法律と家族
法律は、私たちの社会や生活に無意識のうちに関わって

おり、家族に関する事柄についても、ルールが定められ、

裁判で争われることがあります。本講義では、大学で法

律を学ぶとはどのようなことであるのか体験してもらい

ながら、法律の視点から家族について考えます。

講　　師 	 専 門 分 野

竹治　ふみ香 准教授	 法学、民法、家族法
現在の研究テーマ

ドイツにおける遺留分制度および相続制度との比較
法的研究

担当科目

民法 I、民法 II、家族法
出講可能日

春学期：月曜日、ご相談に応じて
秋学期：火曜日、ご相談に応じて
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

37 外交・安全保障の今を考える
日本を取り巻く国際政治はどのように動いているので

しょうか。昨今、報道では台湾有事（中国による台湾へ

の侵攻）の可能性が取り上げられ、米中関係はいっそう

緊張しています。北朝鮮は軍隊をウクライナに派遣しロ

シアに急接近しています。こうして緊張を高める東アジ

アに位置する日本は、日米同盟を基軸にしてきましたが、

今、アメリカ・トランプ政権は戦後アメリカの安全保障

政策を転換しようとしており、アジア太平洋秩序の将来、

何か事が起こった時にアメリカは日本を守るのか心配す

る声が高まりつつあります。日本の国際情勢への対応や

緊迫する国際政治・大国間の攻防を考えていきます。

講　　師 	 専 門 分 野

鳥潟　優子 准教授	 �外交史・国際政治学
現在の研究テーマ

戦後東南アジアをめぐる欧米関係
担当科目

外交論、国連政策論
出講可能日

火曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン
インターネットへの接続

研究テーマの詳細



2026 年度　現代社会学部　社会システム学科

※講師のアルファベット順にて記載

38 人一人は大切 ー新島襄の生涯と思想ー
近代日本の教育・宗教界に大きな影響を与えた新島襄の

生涯と思想、その背景にあるキリスト教精神などについ

て考えます。

講　　師 	 専 門 分 野

山下　智子 教授	 �キリスト教史、キリスト教学
現在の研究テーマ

新島襄、八重及びその周辺のキリスト者
担当科目

近代日本と同志社、現代社会と宗教
出講可能日

金曜日
講義に必要な機材

プロジェクター、スクリーン

研究テーマの詳細


